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研究の方法
体外受精後に正常受精した受精卵(胚)をカルニチンを添加した(または添加
しない)培養液で培養後、胚の発育成績(胚盤胞への発育率)、良好胚盤胞の
割合、移植後の妊娠率、出生児の体重、などのデータをカルニチンの有無
で比較します。

（使用する試料/情報等）：

個人情報の取り扱い：
患者年齢、胚の発育成績、妊娠の有無、出生児のデータを扱い、個人が特
定されることはありません。

研究の目的： ミトコンドリアでのエネルギー産生に重要な働きを示すカルニチンを培養
液に添加して、受精卵(胚)の発育や妊娠率が改善されるかを検討します。
また、出生児の体重などに影響があるかについても検討します。これによ
り、培養成績が低い患者への培養方法となる可能性があります。

研究の概要

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用されることを希望されない場合
は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。
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